
考察

　図の直線の傾きは０．２２。よって②式より、
　　　　

　　　　ａ ＝ ０．２２ × ２ ＝ ０．４４（ｍ/ｓ２） 　　・・・③

　重力の効果は、併進と回転の両方に使われ、

　併進への影響は ５/７ 倍だから、理論値は
　　　　

　　　　ａ ＝ ｇ sinθ×５/７ ＝０．４５ （ｍ/ｓ２）　・・・④
　　　　
　　（　但し、ｇ＝９．８ （ｍ/ｓ２）、 sinθ＝６．４ｃｍ/１m　）

　
・　実験結果は理論値にほぼ一致した。
　　
ガリレイの立てた①式の仮定は正しい


